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今
年
は
、
空
梅
雨
で
暑
さ
も
こ
と
の
ほ

か
厳
し
く
、
心
身
と
も
に
機
能
が
麻
痺
す

る
の
で
は
と
心
配
に
な
る
ほ
ど
で
、
そ
の

た
め
か
ど
う
か
最
近
大
き
な
事
故
が
発
生

し
て
い
ま
す
。�

　
と
に
か
く
休
養
と
栄
養
を
十
分
に
お
取
り

い
た
だ
き
、
注
意
力
、
思
考
力
を
お
ろ
そ
か

に
す
る
こ
と
な
く
、
事
故
・
健
康
・
犯
罪
等

に
お
気
を
つ
け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。�

�

（
議
員
清
掃
奉
仕
）�

　
去
る
七
月
二
十
日
の
「
海
の
日
」
に
、

町
議
会
議
員
全
員
と
町
課
長
職
以
上
の
も

の
で
、
琴
反
地
海
岸
の
清
掃
奉
仕
を
行
い

ま
し
た
。�

　
こ
れ
は
議
会
か
ら
の
発
案
に
よ
る
も
の
で
、

議
員
さ
ん
自
ら
先
頭
に
立
っ
て
汗
を
か
き
、

町
を
良
く
し
よ
う
と
い
う
姿
勢
の
現
れ
で

あ
り
、
大
変
あ
り
が
た
く
力
強
く
、
直
島

も
き
っ
と
よ
く
な
る
と
敬
意
を
表
し
て
い

ま
す
。�

　
日
頃
は
、
自
治
会
、
老
人
会
、
グ
ル
ー

プ
等
で
も
や
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
皆

様
に
も
心
か
ら
感
謝
い
た
し
て
い
ま
す
。�

�

（
宅
地
造
成
・
分
譲
）�

　
町
で
は
、
人
口
減
少
歯
止
め
対
策
と
し

て
様
々
な
施
策
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
今

回
は
そ
の
一
つ
と
し
て
宅
地
造
成
・
分
譲

と
住
宅
事
業
等
に
つ
い
て
報
告
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。�

　
町
全
体
の
面
積
が
少
な
い
た
め
宅
地
造
成
・

分
譲
の
町
民
の
皆
様
の
ご
要
望
に
な
か
な

か
沿
う
こ
と
が
出
来
な
く
、
町
外
へ
転
出

さ
れ
た
方
が
多
く
お
ら
れ
る
よ
う
で
、
遅

き
に
失
す
る
と
お
叱
り
を
受
け
る
と
存
じ

ま
す
が
、
こ
こ
に
来
て
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
実
現
す
る
運
び

と
な
り
ま
し
た
。�

　
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
の
従
業
者
を
対
象
に
、

宮
社
地
区
を
造
成
、
分
譲
す
る
こ
と
に
な
り
、

そ
れ
と
あ
わ
せ
て
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
従
業

者
以
外
の
一
般
町
民
の
方
を
対
象
と
し
て

九
区
画
を
分
譲
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。�

　
詳
し
く
は
、
場
所
・
面
積
・
価
格
等
近

く
配
布
予
定
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
い
た
だ
き
、

ご
希
望
の
方
は
早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。�

�

（
住
宅
建
設
）�

　
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
で
は
、
宅
地
分
譲
と

あ
わ
せ
て
従
業
者
の
住
宅
建
設
も
進
め
ら

れ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
町
と
し
ま
し

て
も
皆
様
方
に
入
居
い
た
だ
け
る
公
営
住

宅
建
設
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
近
く
皆

様
に
お
知
ら
せ
で
き
る
と
思
い
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
に
宅
地
、
住
宅
関
係
は
前
へ

進
ん
で
い
ま
す
の
で
、
町
外
で
住
宅
を
と

思
わ
れ
て
い
る
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、

ど
う
か
直
島
で
の
居
住
を
是
非
ご
検
討
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。�

�

（
花
嫁
募
集
）�

　
私
も
結
婚
式
に
招
待
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
ご
両
家
、
お
二
人
の
祝
福
と

こ
れ
で
直
島
の
人
口
が
何
人
か
は
増
え
る

と
い
う
二
重
の
喜
び
で
、
晴
れ
晴
れ
と
し

た
気
持
ち
で
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
が
、
花
嫁
募
集
も
重
要
な
施
策
だ
と

受
け
止
め
て
い
ま
す
。�

　
昨
年
か
ら
始
め
ま
し
た
「
彼
と
彼
女 

in 

N
aoshim

a

」
で
十
六
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕

生
し
て
、
大
い
に
期
待
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

現
在
の
と
こ
ろ
結
婚
に
ゴ
ー
ル
し
た
カ
ッ

プ
ル
は
ゼ
ロ
と
聞
い
て
、
非
常
に
残
念
に

思
っ
て
い
ま
す
。�

　
し
か
し
な
が
ら
、
町
と
し
ま
し
て
は
こ

れ
に
折
れ
る
こ
と
な
く
、
い
ろ
い
ろ
方
策

を
模
索
し
な
が
ら
、
粘
り
強
く
努
力
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
独
身
の
皆
様
も

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。�

�

（
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
）�

　
最
近
、
道
路
や
下
水
道
工
事
で
、
通
行

ま
た
は
ほ
こ
り
等
町
民
の
皆
様
に
大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
り
、
深
く
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。�

　
特
に
現
在
、
診
療
所
・
下
水
道
・
道
路
・

宅
地
造
成
等
の
工
事
が
重
な
っ
て
い
ま
す

宮
社
付
近
を
中
心
と
し
ま
し
た
地
域
の
皆

様
に
は
多
大
な
ご
不
便
・
ご
迷
惑
を
お
か

け
い
た
し
、誠
に
申
し
訳
な
く
存
じ
て
い
ま
す
。�

　
町
も
工
事
施
工
者
と
と
も
に
安
全
・
障

害
な
ど
に
十
分
留
意
し
て
や
ら
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
ご
迷
惑
を

お
か
け
す
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。�

　
こ
れ
ら
の
工
事
が
完
成
し
ま
す
と
直
島

で
も
環
境
の
い
い
、
活
気
の
あ
る
地
域
に

な
る
と
思
い
ま
す
の
で
し
ば
ら
く
の
間
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。�

　
だ
ん
だ
ん
に
直
島
も
動
き
が
出
て
参
り
、

活
力
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
の
で
は
と
「
あ

な
た
と
と
も
に
町
政
の
立
て
直
し
を
」
の

原
点
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
頑
張
っ
て
い
ま
す
。�

　
更
な
る
皆
様
の
町
づ
く
り
へ
の
参
画
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
報
告
と
さ
せ

て
い
だ
だ
き
ま
す
。�
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9月1日から宮ノ浦地区の一部（追出地区）が供用開始され、下水道が使用できるようになります。�

下水道法に基づき、供用について8月17日に告示を行い、関係書類を縦覧します。�

�
　 縦覧期間：8月18日（金）～３１日（木）（土、日曜日は除く）�
　 縦覧場所：直島町役場水道課�

水道課からのお知らせ�
下水道供用開始の告示�

下水道を使用するには、排水設備工事が必要です。�

供用開始している地区の方で、まだ排水設備工事を行っていない方は、お早めに工事を行ってください。�

その工事については、町の『指定工事店』でなければ工事ができませんのでご注意ください。�

また、供用開始後2年以内に水洗化工事が完了した場合には早期着工奨励金を交付します。�

※詳しくは下水道パンフレットをご覧ください。�

排水設備工事はお早めに！！�

直島町役場水道課　1892－2225お問い�
合わせ�
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第10回香川県健康福祉祭の�
参加者募集について�

1.大会の概要�
1）名　称�
　第10回香川県健康福祉祭（香川ねんりんピック2000）�
2）主　催�
　香川県、財団法人香川県健康長寿財団（香川県長寿社会センター）�
3）会　期�
　平成12年10月8日（日）～10月15日（日）�
4）開催場所�
　①香川県総合運動公園　　　②高松市亀水運動センター�
　③香川県立体育館　　　　　④香川県立武道館�
　⑤香川県社会福祉総合センター�
�
2.実施方針�
　第10回香川県健康福祉祭（香川ねんりんピック2000）は、高齢者
のスポーツ大会や、健康・福祉・生きがいに関する様 な々イベント、シ
ルバー作品展、講演会等の多彩な催しを実施することにより健康と
福祉に関する県民の意識を高めるとともに、地域間・世代間の交流
を図り、「喜びあえる長寿社会かがわ」の実現を目指す。�
�
3.応募方法及び期間�
1）方法�
　往復はがきに次の事項を記入して、主管団体あてへ申し込む。�
①住所、氏名（ふりがな）、生年月日、電話番号�
　ただし、応募がチーム（団体）単位の場合は、チーム（団体）
名及び代表者のみの連絡先を記載し、構成員の名前及び生
年月日を列記すること。�

②参加を希望する種目�
③囲碁・将棋については、級又は段位�
④シルバー作品展については、作品名、種類（日本画、洋画、彫刻・
彫塑、工芸、書、写真の別）、大きさ及び点数�

2）募集期間�
　平成12年8月15日（火）まで当日消印有効�
�
4.参加者の決定�
　　参加者（作品）については、主催者において決定し、主管　
　団体を通じて本人に通知する。�

5.募集種目、応募資格等�
1）香川県在住の方�
2）募集種目と年齢制限等�

　①スポーツ交流大会及び囲碁・将棋大会�

�
3）応募は、一人一種目に限る。（シルバー作品展を除く。）�
�
�
6.記念品等�
　参加者全員に記念品を進呈するとともに、各種目の上位入賞者
等には賞状と副賞を贈呈する。�
�
7.お問い合わせ先�
●（財）香川県健康長寿財団（香川県長寿会センター）�
　高松市番町一丁目10番35号�
　電話087－863－0222�
●香川県健康福祉部長寿社会対策課�
　高松市番町四丁目1番10号�
　1087－831－1111（内線3144）�
　ダイヤルイン087－832－3264

②シルバー作品展�

種 目�

ゲートボール�

ペ タ ン ク�

ソフトテニス�

テ ニ ス�

軟 式 野 球�

グラウンド・ゴルフ�

ソフトボール�

ソフトバレーボール�

卓 球�

剣 道�

弓 道�

囲 碁�

将 棋�

年齢制限等�

59歳以上の方�

（昭和17年4月1日以前に生まれた方）�

応募要件�

日本画、洋画、彫刻・彫塑、工芸、

書、写真に該当する作品�

日時及び展示場所�

10月11日～10月15日�

県社会福祉総合センター�

年齢制限等�

�
59歳以上の方�

（昭和17年4

月1日以前に

生まれた方�

ただし、軟式

野球は55歳

以上、ソフト

バレーボー

ルにあって

は50歳代及

び60歳以上

の方）�

応募要件�

9人以内（監督を含む）�

4人以内（監督を含む）�

個人�

個人�

20人以内（監督を含む）�

個人�

15人以内（監督を含む）�

9人以内（監督を含む）�

個人�

個人�

個人�

個人�

個人�

日時及び場所�

10月 8 日　運動公園�

10月 8 日　運動公園�

10月 8 日　運動公園�

10月 8 日　運動公園�

10月 8 日　運動公園�

10月 8 日　運動公園�

10月 8 日　運動センター�

10月 8 日　運動センター�

10月 8 日　体育館�

10月 8 日　武道館�

10月 8 日　武道館�

10月15日　総合センター�

10月15日　総合センター�

平成12年度自衛官等募集案内�

募集種目�

防衛大学�

校学生�

�

�

�

航空学生�

�

�

一般曹候補�

学生�

�

曹候補士�

�

�

2等�

陸・海・�

空士�

募集人員�

人文・社会科学専攻�

約85名（うち女子約10名）�

理工学専攻�

約375名（うち女子約25名）�

�

海　約70名（うち女子若干名）�

空　約70名（うち女子若干名）�

�

陸　約400名（うち女子約35名）�

海　約390名（うち女子約25名）�

空　約400名（うち女子20名）�

陸　約1,850名（うち女子約100名）�

海　約450名（うち女子約20名）�

空　約460名（うち女子約20名）�

�
約5,100名�

陸　約500名�

海　約85名�

空　約100名�

受付期間�

�

9月5日～9月8日�

�

9月14日～10月13日�
�

�

8月7日～9月8日�

�

�

8月7日～9月8日�

�

�

8月7日～9月8日�

�

年間を通じて行って�

おります。�

�

8月7日～9月8日�

試験期日�

�

9月16日～17日�

�

1次11月11日～12日�

2次12月12日～15日�

1次9月23日�

2次10月14日～19日�

3次（空）11月12日～12月8日�

1次9月16日�

2次10月4日～9日�
�

1次9月16日�

2次10月4日～9日�
�

受付時にお知らせします。�
�

�

9月25日～26日�

合格発表�

�

11月8日�

�

1次12月5日�

最終13年2月15日�

1次10月6日�

2次（空）11月2日�

最終13年1月26日�

1次9月28日�

最終11月9日�

�

1次9月28日�

最終11月15日�
�

受験日からおおむね�

1ヶ月以降�

�

11月15日�

入（校）隊�

�

�

13年4月上旬�

�

�

13年3月下旬�

　～4月上旬�

�

13年3月下旬�

　～4月上旬�

�

13年3月下旬�

　～4月上旬�
�

採用予定通知書で�

お知らせします。�

13年3月下旬�

　～4月上旬�

�

�

推薦�

�

�
一般�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�
男子�

�

女子�

資　　格�

高卒（見込）21歳未満の者、

推薦については高等学校長

の推薦等、別途資格が必要です。�

高卒（見込）21歳未満の者�

（自衛官は23歳未満）�

�

高卒（見込）21歳未満の者�

�

�

18歳以上24歳未満の者�

�

�

18歳以上27歳未満の者�

�

�
�

18歳以上27歳未満の者�

待遇・その他�

�

修学年限4年卒業後1年で3等�

陸・海・空尉�

�

�

入隊後約6年で�

3等海・空尉�

�

教育期間約2年終了後3等�

陸・海・空曹�

�

入隊後約3年経過以降選考に

より3等陸・海・空曹�
�

�

陸上は2年（技術系3年）、海上・

航空は3年を1任期として任用（以

降2年を単位）。�

お問い合わせ先　香川地方連絡部 高松分室　1861－2590
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情報�
BOX
情報�
BOX
印鑑の登録および証明制度の�

電算化について�

夜間の交通事故から我が身を守ろう�

行方不明者を捜す相談所�

今月の納期�

町　県　民　税……第２期分�

国民健康保険税……第３期分�
　　　　　　　　　（８月分）�

納期限 ８月３１日�

税務課のお知らせ�
◎日　時　8月22日（火）�

　　　　　10：00～15：00�

◎場　所　西部公民館�

◎相談員　片山俊夫�

※お気軽にご相談ください。�

一日行政相談室開設�

印　　　　　影�
�
�

可視台帳（原票）�
�
�

磁気テープ（写し）�

印　影　以　外�
�
�
�
�
�

磁気テープ（原本）�

◎平成12年8月1日から�
　印鑑の登録および証明書の発行が電算化されます。�

�

　例えば、下図のように磁気テープへの記録を利用した効

率的な事務となり、住民の皆様に迅速な対応ができること

になります。�

�

印　鑑　登　録　原　票�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
プリンターからの打出しにより印鑑登録証明書を作成�

�

 注 なお、印鑑登録の手続き、および印鑑登録証明書の交

　　付については、今までどおりです。�

�

�

�

　警察では、9月1日から30日までの1ケ月間を「行方不明

者捜索強化月間」として県下一斉に実施します。そして期

間中は、行方不明者に関する相談活動の強化を図るため、

下記の日程で、「行方不明者を捜す相談所」を開設し、係

員がご家族の相談に応じたり、保管資料の中から行方不明

者の発見や身元の確認に努めることとしています。�

　そこで、家族や知人で�

　　●家出をして所在が分からない�

　　●働きに出たまま長い間消息を絶っている�

　　●自殺や不慮の事故等で亡くなっているおそれがある�

などで、その安否を心配される方は、本相談所をご利用く

ださい。�

　相談所に来られる時は、行方不明者の写真・血液型・歯

の治療状況等、できるだけ身体特徴のわかる資料をご持参

ください。�

�9月5日（火）   大川郡志度町 志度警察署1階会議室�

1087－894－0110�

�

9月8日（金）   高松市西内町 高松北警察署5階会議室�

1087－892－0110�

�

9月12日（火） 丸亀市大手町 丸亀警察署2階訓示室�

10877－22－0110�

�

9月20日（水） 観音寺市観音寺町 観音寺警察署3階訓示室�

10875－25－0110�

●相談時間は午前9時から午後4時まで●�

警察署�

�

�

�

　下水道排水設備工事指定工事店の要件の1つである工事

の設計・施工にあたる責任技術者認定のための県下統一試

験が今年10月に行われます。�

　受験申込期間／8月1日（火）～8月31日（木）�

　受験に関する説明書や申込書などは水道課にあります。

なお、現在すでに責任技術者として登録されている人は、

受験する必要がありません。�

　詳しくは、水道課（1892－2225）へ。�

�

�

�

（財）香川県交通安全協会では、特に夜間のお年寄りの交

通事故を防止する蛍光ベスト（税込2,100円）を斡旋して

おります。ご希望の方は、登録カードの記入がありますの

でお手数ですが役場企画課までお越しください。詳しくは

企画課（1892－2020）までお問い合わせください。�

�

�

下水道排水設備工事責任技術者試験�
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８�
１０�

見
や
す
い
と
こ
ろ
へ
貼
っ
て
お
使
い
く
だ
さ
い�

ゴ
ミ
は
可
燃
物
・
不
燃
物（
空
き
カ
ン
類
、ガ
ラ
ス
ビ
ン
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
そ
の
他

の
不
燃
ゴ
ミ
）に
き
ち
ん
と
分
別
し
て
、決
め
ら
れ
た
日
に
、決
め
ら
れ
た
袋
に

入
れ
て
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
出
し
ま
し
ょ
う
。�

【可燃物の日】�
�
【不燃物の日】�

※救急連絡先�
◎全ての曜日の夜間・土日・祝祭日・年末年始�

 直島町立診療所  ～ふれあい診療所～ （1892-2266）�

毎週月・木曜日（積浦・本村・文教・納言様・才ノ神・ヘキ）�
毎週火・金曜日（宮ノ浦・宮社・鷲ノ松）�
カレンダーに掲載しています。�

・道の日�

・終戦記念日�
・お盆�

・バイクの日�

心配ごと相談（西部公民館）9：00～12：00

楽しい健康体操普及教室（勤労者体育センター）9：30～11：00

行政相談（西部公民館）10：00～15：00

乳幼児検診9：30～10：00・１才６ヶ月児検診12：30～12：45・２才児検診12：45～13：00・�
２才６ヶ月児歯科検診13：00～13：15（福祉センタ－）�

健康教室「転倒防いで寝たきり予防」（西部公民館）9：30～11：00

（不燃物）�
　積浦・本村・文教・�
　納言様・ヘキ・離島地区�

（不燃物）�
　宮ノ浦全地区・宮社・�
　鷲ノ松・才ノ神�

１１�
１２�
１３�
１４�
１５�
１６�
１７�
１８�
１９�
２０�
２１�
２２�
２３�
２４�
２５�

N A O S H I M A  C A L E N D A R  2000. A U G U S T / S E P T E M B E R

�

木�

金�

土�

日�

月�

火�

水�

木�

金�

土�

日�

月�

火�

水�

木�

金�

大 安�

赤 口�

先 勝�

友 引�

先 負�

仏 滅�

大 安�

赤 口�

先 勝�

友 引�

先 負�

仏 滅�

大 安�

赤 口�

先 勝�

友 引�



育児相談日（福祉センター）13:00～15:00�
心配ごと相談（民生会館）9:00～12:00

知事と県政を語るつどい（役場）14:00～16:00

2000年版「山陽新聞エコプログラム」サマーキャンプin直島（直島国際キャンプ場及び周辺～27日まで）�

ファミリーチャレンジ釣大会最終日�
町県民税第２期分・国民健康保険税第３期分（８月分）納付期限�

町民体験議会（役場議場）9：00～12：00

●わんぱく寺小屋（東部公民館）9：00～�

●わんぱく寺小屋（東部公民館）～12：00�
献血（三菱生協本店前9：30～12：30・町役場前13：30～16：00）�

楽しい健康体操普及教室（勤労者体育センター）9：30～11：00�
下水道供用開始（追出地区）�

機能訓練教室（福祉センター）13：00～16：00

2000.8.10～9.9

行事につきましては、変更する場合がありますのでご了承ください。�
�
直島町役場電話番号（ご用の方は下記の番号にお尋ねください。）�

892-2222�
892-2296�
892-2223�
892-2234

総 務 課�
税 務 課�
住 民 課�
生活環境課�

892-2225�
892-2224�
892-2295�
892-2020

水 道 課�
建設経済課�
出 納 室�
企 画 課�

892-2882�
892-2297�
892-3400�
�

教育委員会�
議会事務局�
健康福祉課�
（福祉センター）�

２６�
２７�
２８�
２９�
３０�
３１�
�
２�
３�
４�
５�
６�
７�
８�
９�

★
同
和
問
題
に
正
し
い
理
解
と
認
識
を
★
８
月
は
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
で
す�

９�
１�

（不燃物）�
　積浦・本村・文教・�
　納言様・ヘキ�

・建築物防災週間（～9月5日）�
・防災週間（～9月5日）�

・二百十日�

・防災の日�

・救急医療週間（～9日）�

・石炭の日�

・救急の日�

土�

日�

月�

火�

水�

木�

金�

土�

日�

月�

火�

水�

木�

金�

土�

先 負�

仏 滅�

大 安�

友 引�

先 負�

仏 滅�

大 安�

赤 口�

先 勝�

友 引�

先 負�

仏 滅�

大 安�

赤 口�

先 勝�

�
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広�報�

香
川
県
全
国
の
�

交
通
死
亡
事
故
�

ワ
ー
ス
ト
上
位
�

ありがとう�
　　  ロン先生�

気
持
ち
い
い
汗
を
�

か
い
た
一
日
�高
齢
者
�

ス
ポ
ー
ツ
�

大
会
�

〜
参
加
・
体
験
型
の
高
齢
者
の
交
通
安
全
〜
�

　
平
成
12
年
7
月
25
日
（
火
）
、

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
と
直
島
町

役
場
で
65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対

象
に
高
松
北
警
察
署
と
香
川
県
警

察
本
部
企
画
課
「
交
通
安
全
教
育

隊
」
の
主
催
で
交
通
安
全
教
室
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
�

　
直
島
町
に
お
い
て
は
、
死
亡
事

故
ゼ
ロ
長
期
継
続
の
町
と
し
て
平

成
4
年
5
月
18
日
以
来
、
県
下
の

記
録
更
新
中
で
あ
り
ま
し
た
が

2
、
9
8
0
日
の
平
成
12
年
7
月

15
日
に
高
齢
者
同
士
が
衝
突
す
る

交
通
死
亡
事
故
が
発
生
し
た

こ
と
を
機
に
今
回
、
高
齢
者

の
交
通
意
識
の
向
上
を
図
る

目
的
で
開
催
し
ま
し
た
。
�

　
当
日
は
、
午
前
と
午
後
に

分
か
れ
て
75
名
の
方
が
参
加

し
、
動
体
視
力
や
夜
間
視
力

の
測
定
を
行
い
ま
た
、
ビ
デ

オ
で
交
通
事
故
の
4
つ
の
パ

タ
ー
ン
か
ら
参
加
者
自
ら
が

交
通
事
故
防
止
に
つ
い
て
考

え
ま
し
た
。
�

　
こ
の
交
通
安
全
教
室
の
中

で
、
「
高
齢
者
の
死
亡
事
故

は
歩
い
て
い
る
と
き
や
自
転
車
に

乗
っ
て
い
る
時
が
多
く
全
体
の
8

割
を
占
め
て
い
る
。
時
間
帯
も
、

夕
方
4
時
か
ら
8
時
の
間
が
特
に

多
い
」
ま
た
、
「
道
路
を
横
断
す

る
時
は
前
半
部
分
よ
り
後
半
部
分

で
の
事
故
が
圧
倒
的
に
多
い
」
と

注
意
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
�

　
一
時
不
停
止
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

未
着
用
、
飲
酒
運
転
、
事
故
を
し

て
か
ら
で
は
遅
い
の
で
す
。
交
通

マ
ナ
ー
を
守
り
事
故
の
な
い
直
島

町
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
�

動体視力検査する参加者�

スポーツ大会の一場面� 直島を離れるロン先生�

　
昨
年
の
夏
に
直
島
に
や
っ
て
き
た
ロ
ン
先
生
。
７
月
21
日（
金
）９
時
52

分
宮
ノ
浦
発
の
宇
野
行
で
離
島
し
ま
し
た
。
ロ
ン
先
生
は
１
年
間
と
い
う

短
い
期
間
で
し
た
が
、
直
島
幼
児
学
園
・
小
学
校
・
中
学
校
と
英
語
の
指

導
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
当
日
は
、
夏
休
み
と
あ
っ
て
港
に
は
沢
山
の
子

供
た
ち
が
見
送
り
、
別
れ
を
惜
し
ん
で
い
ま
し
た
。
�

　
７
月
７
日
（
金
）
、
直
島
中
学
校
体
育
館
に
お
い
て
、

町
内
の
65
歳
〜
74
歳
ま
で
の
高
齢
者
と
老
人
ク
ラ
ブ
会

員
（
対
象
者
５
３
２
人
）
を
対
象
と
し
て
、
毎
年
恒
例

に
な
っ
た
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
�

　
当
日
は
、
準
備
体
操
の
後
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
各

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
聖
火
リ
レ
ー
な
ど
を
楽
し
み
ま

し
た
。
ま
た
、
玉
入
れ
で
は
、
幼
児
学
園
の
園
児
も
出

場
し
楽
し
く
気
持
ち
よ
い
汗
を
か
い
た
一
日
に
な
り
ま

し
た
。
�
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カメラ�
  リポート�
カメラ�
  リポート�

広�報�

再任された片山武夫団長�

放水訓練をする各分団員�

　
７
月
13
日
（
木
）
直
島
町
消
防

団
に
よ
る
夏
季
訓
練
が
広
木
池
で

行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
午
後
５
時
に
防
災
行
政
無
線
の

模
擬
警
報
を
発
令
し
、
わ
ず
か
十

数
分
程
度
で
片
山
武
夫
団
長
を
は

じ
め
と
し
た
各
分
団
員
、
婦
人
防

火
ク
ラ
ブ
員
が
広
木
池
に
集
結
し
、

空
高
く
見
事
な
一
斉
放
水
な
ど
日

頃
の
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
ま

し
た
。�

　
今
年
は
、
幹
部
役
員
の
任
期
満

了
の
年
で
も
あ
り
、
こ
の
夏
季
訓

練
に
お
い
て
片
山
武
夫
氏
が
再
任

さ
れ
ま
し
た
。
副
団
長
は
、
土
井

克
三
氏
と
石
本
時
吉
氏
が
同
じ
く

再
任
が
決
ま
り
、
分
団
長
以
下
も

同
様
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
タ
バ

コ
の
投
げ
捨
て
、
子
供
だ
け
で
の

花
火
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。�

～直島町・高松北警察署・郵便局～�

　
７
月
12
日（
水
）、
直

島
町
役
場
に
お
い
て
地

域
安
全
協
定
の
調
印
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
�

　
地
域
安
全
協
定
と
は
、
高

齢
者
の
交
通
事
故
防
止
や
異

常
事
態
の
発
見
・
通
報
は
も

と
よ
り
、
様
々
な
地
域
の
安

全
に
関
わ
る
情
報
を
郵
便
局

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か

し
、
自
治
体
及
び
所
管
の
警

察
署
が
協
力
し
、
町
民
生
活

の
安
全
に
取
り
組
む
も
の
で

す
。
�

　
当
日
は
、
高
松
北
警
察
署

長
・
直
島
郵
便
局
長
・
直
島

町
長
の
三
者
で
地
域
安
全
協

定
書
の
調
印
を
行
い
ま
し

た
。
�

　
現
在
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な

事
件
事
故
が
各
地
で
起
こ
っ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
町
、

直
島
だ
け
は
い
つ
ま
で
も
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
町
に
し
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。
�

調印式であいさつする 田町長�
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2000.8
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第７回 直島町民体育祭開催決定�

◎第12回全日本ベンチプレス選手権大会�
　（兼世界ベンチプレス選手権大会日本代表選考会）�

60kg級…浜口　　誠　14位［115.0kg挙上（自己新）］�

90kg級…真鍋　友亮　14位［172.5kg挙上（自己新）］�

スポーツ通信�

平成12年6月3日～4日／大阪市・朝日生命ホール�

◎第3回誠陵カップ柔道大会�

団体の部：優　勝�

　　　　 ［石田優貴・乾  元気・永瀧拓也・今田裕太・�中敬太］�

個人の部：優　勝　�中　敬太�

平成12年5月21日／誠陵中学校体育館�

◎四国高校柔道選手権大会�

女子－57kg級：優勝　小林　清華�

平成12年6月18日／鳴門市立武道館�

◎第18回直島少年柔道錬成大会�

男子の部／４年生：４　位　乾　　元気�

　　　　　　　　　ベスト8　永瀧　拓也�

　　　　　６年生：優　勝　井戸　貴大�

　　　　　　　　　２　位　�中　敬太�

　　　　　　　　　３　位　今田　優太�

女子の部／�

　　　５・６年生：４　位　多地英里奈�

　　　　　　　　　ベスト8　山田　歩美�

団体の部／�

　高学年の部：３位（井戸貴大・�中敬太・今田裕太）�

　低学年の部：優勝（乾  元気・永瀧拓也・多地英里奈・多地祐里奈・山田歩美）�

平成12年6月18日／勤労者体育センター�

◎全日本女子ジュニア柔道体重別・県予選�

女子－57kg級：優　勝　小林　清華�

平成12年6月24日／香川県立武道館�

１．期　　日……平成12年９月23日（土）※雨天の場合は、町民体育祭は中止�

２．会　　場……直島町民グラウンド�

３．種　　目�

《職域対抗500mリレー》�
　●職域ごとに５人（最低１名は女性を含める）で１チームを編成する。
同居家族（小・中学生は除く）の出場も認める。�

　●少人数の職域については、連合チーム（グループ別）も可。�
　●距離は100m×５名とする。�
�
《地区対抗1500mリレー》�
　●地区（［積浦］［本村連合（本村・文教区・納言様・向島・
屏風島）］［宮ノ浦］［宮社・鷲ノ松・才ノ神・ヘキ］
の５チームとする）の16名で１チームを編成する。�

�
《地区対抗つな引き》�
　●地区（［積浦］［本村連合（本村・文教区・納言様・向島・
屏風島）］［宮ノ浦］［宮社・鷲ノ松・才ノ神・ヘキ］
の５チームとする）の18名で１チームを編成する。�

�
《玉　入　れ》�
　●当日参加している高齢者等と、小学校１・２年生、幼児学園児を５つのチームに分ける。�
�
《地区対抗障害物競走（飛び入り参加可能）》�
　●地区（［積浦］［本村連合（本村・文教区・納言様・向島・
屏風島）］［宮ノ浦］［宮社・鷲ノ松・才ノ神・ヘキ］
の５チームとする）の７名で１チームを編成する。�

年　　代�

小学生（各3名）�

中学生（各3名）�

男性�

100m�

100m

女性�

100m�

100m

男性�

100m�

－�

女性�

－�

50m

年　　　　　代�

一般町民（高校生以上）（男2名）�

一般町民（高校生以上）（女2名）�

年　　　代�

一　  般　  成　  人�

男　性�

９　名�

女　性�

９　名�

年　　　代�

一  般  成  人 （７名）�

男　性�

４名以内�

女　性�

３名以上�

写真：去年の町民体育祭�

（敬称略）�
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食中毒予防について��

広�報�

 食中毒というと、レストランや旅館などの飲食店での食事が原因と思われがちですが、毎日食べている家庭の食事でも

発生しています。一般に気温が高くなる初夏から晩秋にかけてはやります。以下のことにご家庭でも充分注意してください。�

 毎日、暑い日が続いていますが、暑さ対策は十分ですか？人間の体温は常に約37℃前後となるように温度調節が行われ

ています。例えば「汗をかく」ということで体内の熱を水分の蒸発と共に逃がしてやろうとしたり、また呼吸による口腔

や気道粘膜からの不感蒸泄という行為で逃がしてやろうとしたりします。しかしながら、水分の補給が充分でなかったり、

室内や外気の温度があまりにも高い等、充分に体内の熱が発散されない環境にあると熱中症という症状が出現する事があ

ります。熱中症の症状としては、脱力感・頻脈・低血圧が出現し、このまま放置しておくと昏睡まで引き起こすことがあ

ります。これを予防する為に�

　　①発汗後はしっかり水分補給をする。�

　　②直射日光があたる場所に長時間いないようにする。�

　　③室内温は28℃前後に保ち通気性をよくする。�

という事が必要です。また、猛暑に立ち向かう体力をつける為に規則正しい生活をする、バランスのとれた食生活を心が

ける事も大切です。上記の事に留意し、この夏も笑顔で元気に過ごしましょう。�

食中毒予防について��

1.食品の購入�
●賞味期限が切れてないか�

●鮮度がおちていないか�

●冷凍食品は解凍しないよう、一番最後に購入する�

�

�

2.家庭での保存�
●冷蔵庫のつめ過ぎに注意する�

●冷蔵庫は10℃以下、冷凍庫は－15℃以下に維持する。�

●食品を流しの下に保存する場合は水がかからないようにする。�

�

�

3.下準備�
●生肉や魚用のまな板と野菜用のまな板に分けておく。�

●調理前に必ずよく手を洗う。�

●タオルやふきんは清潔なものを使う。�

◎食中毒予防のポイント◎�
4.調理�

●調理をして途中でやめる時は冷蔵庫に入れる。�

●加熱が必要なものは、充分に加熱する。�

●料理で使う分だけ解凍し解凍が終わったらすぐに調理する。�

�

�

5.食事�
●食事につく前に必ず手を洗う。�

●清潔な食器を使う。�

●調理後の食品は長く室温の下に置かないようにする。�

�

�

6.残った食品�
●残った食品は清潔な容器に入れ、早目に冷蔵庫に入れる。�

●温め直す際も十分に加熱する。�

●保存後の時間がかなり経っているものは破棄する。�

�

熱中症にご用心！！�熱中症にご用心！！�
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2000.8
広�報�

知ってください国保のこと�知ってください国保のこと�知ってください国保のこと�4
グラフで見る直島町の国民健康保険Ⅰ�

　今月から、グラフを用いて直島町国民健康保険の状況について解説します。�

　国民健康保険は、社会保険や共済保険などの職域保険に加入できない方が入る地域保険です。そのため働き盛りである若年層

の加入が少なく、定年退職などをした60歳以上の加入者が非常に多いのが国民健康保険の特徴といえます。�

　グラフ①を見ると、直島町についてもその特徴が見られます。しかしながら当町は平成９年度から僅か３年間で70歳以上の階

層がすべて増加傾向となっています。このことから、直島町の国保加入者層は、高齢化が進んでいることが窺えます。�

　一方、グラフ②では、平成４年度から平成12年度の間に当町の人口は16.62％減少しているのに対し、国保加入者は12.71％（特

に老人は56.54％）の伸びを示しています。また、国保加入率を見ると9.63％の伸びとなっています。このことから当町における

国民健康保険にかかる比重が今後ますます重くなっていくことが予想されます。�

　最後に、グラフ③では、７月１日現在、老人加入者は国保被保険者全体の約43％（これは香川県下トップクラス!!）を占めて

います。保険制度は相互扶助の制度といわれます。直島町は高齢者層（老人）１人に対して1.5人の若年層（一般＋退職）で支え

ているといえます。今後高齢化が予測される現在、ますます若年層にかかる負担が増えていくことが考えられます。�

�
◎用語の説明�
　●老人……老人保健医療受給者の者、つ

まり70歳以上または65歳以上

で寝たきりの者�

　●退職……職場を退職して、厚生年金等
を受給している者（詳しくは

広報なおしま６月号参照）�

　●一般……老人及び退職以外の者�

85歳～�
87人�
66人�

平成4年度�
382人�
101人�
197人�
547人�
4,483人�

�
老　　人�
退職扶養�
退職本人�
一　　般�
　　総人口（4/1現在）�

�
12年度�
9年度�

80歳～84歳�
99人�
87人�

75歳～79歳�
177人�
139人�

70歳～74歳�
230人�
222人�

65歳～69歳�
210人�
228人�

60歳～64歳�
151人�
160人�

55歳～59歳�
75人�
70人�

50歳～54歳�
56人�
36人�

45歳～49歳�
51人�
59人�

250人�

�

�

200人�

�

�

150人�

�

�

100人�

�

�

50人�

�

�

0人�

1,600人�

1,400人�

1,200人�

1,000人�

800人�

600人�

400人�

200人�

0人�

4,600人�

4,400人�

4,200人�

4,000人�

3,800人�

3,600人�

3,400人�

3,200人�

40歳～44歳�
34人�
36人�

35歳～39歳�
24人�
24人�

30歳～34歳�
21人�
22人�

25歳～29歳�
31人�
21人�

20歳～24歳�
41人�
29人�

15歳～19歳�
26人�
33人�

10歳～4歳�
18人�
23人�

5歳～9歳�
20人�
17人�

0歳～4歳�
32人�
20人�

平成5年度�
399人�
114人�
212人�
504人�
4,374人�

平成6年度�
434人�
115人�
203人�
488人�
4,348人�

平成7年度�
468人�
101人�
187人�
488人�
4,235人�

平成8年度�
498人�
94人�
184人�
587人�
4,139人�

平成9年度�
523人�
90人�
175人�
501人�
4,001人�

平成10年度�
543人�
89人�
168人�
517人�
3,885人�

平成11年度�
569人�
93人�
172人�
508人�
3,844人�

平成12年度�
598人�
96人�
180人�
509人�
3,738人�

一般�
37％�

退職被扶養者�
7％�

退職本人�
13％�

老人�
43％�

グラフ①／直島町国民健康保険被保険者における年齢階層別の状況�

グラフ②／直島町の人口と国保被保険者の推移� グラフ③／直島町国民健康保険の�
　　　　　被保険者別構成比�
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広�報�
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す
こ
や
か
な
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を
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り
し
ま
す�

地
　
区
　
　  

氏
　
　
名
　
　
年 

齢�

中
　
町
　
　
吉
本
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子
　
　
85
�

西
　
町
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谷
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ヱ
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�
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浦
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出
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▼
岐
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県
の
南
戸
中
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亡
母
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二
三
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の
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典
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直

島
町
社
会
福
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浦
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治
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ノ
浦
不
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会
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封
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ご
寄
付
が
あ
り
ま
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た
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�

▼
鷲
ノ
松
の
吉
本
稔
様
よ
り
亡
母
吉
本

信
子
様
の
香
典
返
し
と
し
て
、
直
島

町
社
会
福
祉
協
議
会
、
直
島
町
遺
族

厚
生
会
、
直
島
町
母
子
寡
婦
福
祉
会
、

本
村
長
寿
会
、
本
村
自
治
会
、
直
島

中
学
校
、
直
島
女
文
楽
に
金
一
封
の

ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。�
�

▼
本
村
の
堺
谷
忠
様
よ
り
亡
母
堺
谷
フ

ジ
ヱ
様
の
香
典
返
し
と
し
て
、
直
島

町
社
会
福
祉
協
議
会
、
直
島
町
遺
族

厚
生
会
、
直
島
町
母
子
寡
婦
福
祉
会
、

本
村
長
寿
会
、
本
村
自
治
会
に
金
一

封
の
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。�

�

▼
埼
玉
県
の
菊
田
建
路
様
よ
り
亡
父
菊

田
五
市
様
の
香
典
返
し
と
し
て
、
直

島
町
社
会
福
祉
協
議
会
、
宮
ノ
浦
自

治
会
、
宮
ノ
浦
不
老
会
に
金
一
封
の

ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。�

�

◎
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
㈱
直
島
製
錬
所
労

組
主
婦
の
会
様
よ
り
主
婦
の
会
解
散

に
伴
い
直
島
町
立
診
療
所
に
救
急
薬

品
の
保
管
用
と
し
て
、
救
急
カ
ー
ト

１
台
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

寄
付
の
お
礼�

�

　香川県では、知事が県民の皆さんと自由に話し合い、幅広く

県の施策に対するご意見・ご感想をいただき、県政運営に反映

させるため「知事と県政を語るつどい」を実施します。�

　つきましては、公募による参加者を募集しますので、ご希望

の方は次の要領によりお申込みください。�

�
♪募集人員　10名程度�

♪応募資格　直島町にお住まいの方�

♪応募締切　平成12年８月25日（金）当日消印有効�

♪応募方法　ハガキ又はFAXで、住所、氏名（ふりがな）、電

　　　　　　話番号、年齢、性別、職業を記入してお申込みく

　　　　　　ださい。�

♪応 募 先　〒760－0068　高松市松島町1－17－28�

　　　　　　高松県税事務所総務課「知事と県政を語るつどい」係�

　　　　　　FAX（087）833－2388�

♪参加者の決定　募集人員を超える応募があった場合は抽選とします。�

♪開催日時　平成12年９月７日（木）　午後２時～４時まで�

　　　　　　直島町役場２階大会議室�

　　　　　　※参加が決定した方は別途詳細をご案内いたします。�

♪お問合せ　高松県税事務所総務課　1（087）831－3151�

�
「知事と県政を語るつどい」�

目　　的　幅広く県民の皆様のご意見・ご提言を知事が直接お聴きし、

　　　　　県政運営に反映させることを目的とします。�

開催計画　平成11年度と12年度の２年間で、県内の全市町村で

　　　　　開催しています。�

参 加 者　直島町の住民の方20名程度とし、その内、約10名　

　　　　を公募し、約10名を各界からの推薦とします。�

お　知　ら　せ�

「知事と県政を語るつどい」参加者募集�

◆
訂
正
と
お
詫
び�

７
月
号
の
今
月
の
納
期
の
中
が
固
定
資
産
税
が
町

県
民
税
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
い

た
し
ま
す
。�
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●
　
●
　
●
　
●
　
●
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●
　
●�

ゆ
う
と�

だ
い

き�
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ず

き�

● 　 ● 　 ● 　 ● 　 ● 　 ● 　 ● 　 ● 　 ● 　 ● 　 ● 　 ● 　 ● 　 ● 　 ● 　 ● 　 ● 　 ● 　 ● 　 ● 　 ● 　 ● 　 ● 　 ● 　 ● 　 ● 　 ● 　 ● �

● 　 ● 　 ● 　 ● 　 ● 　 ● 　 ● 　 ● 　 ● 　 ● 　 ● 　 ● 　 ● 　 ● 　 ● 　 ● 　 ● 　 ● 　 ● 　 ● �

いい道は�
　  心の寄り道�
　　　   できる道�
8月1日（火）～31日（木）は、�
　　　　　  道路をまもる月間です。�
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玉野市休日当番医　市外局番（０８６３）�

※診察時間は、午前９時から午後５時まで�
※休日当番医は都合により変更することがあります。�

問い合わせ先：玉野市医師会　1（0863）21－3953

日� 内　　　　　科� 外　　　　科�

2000.8

① 地域安全協定の調印式は、直島町・郵便局・どこ？�
　 Ａ　高松北警察署　Ｂ　直島町　　　 Ｃ　郵便局�
② 印鑑の登録・証明書の発行が電算化になるのはいつから？�
　 Ａ　8月1日 　　  Ｂ　8月31日　　   Ｃ　8月10日�
③ 知事と県政を語るつどい開催日時は？�
　 Ａ　9月7日　　　 Ｂ　8月25日 　　 Ｃ　8月31日�

【応募方法】�
　はがきに答えの記号（例①－Ａ）、住所（地区）、氏名、年齢、広報
についてご意見、要望などを書き添えて応募してください。�
　全問正解者の中から、抽選で5名の方に500円の図書券をプレ
ゼントします。応募は一世帯一通に限ります。�
　締切り／8月21日（月）（当日消印有効）�
　宛　先／〒761－3110 直島町1122－１ 直島町役場総務課�

「広報クイズ」係�
【7月号の当選者】（7月号の答えは①C・②B・③Aでした。）�
 応募総数4通�
（順不同・敬称略）�
小郷　　満（宮ノ浦）・中村恵美子（宮ノ浦）・三好　洋二（宮ノ浦）
塩谷きぬ子（宮ノ浦）・大賀　君子（宮ノ浦）・西山　慶彦（宮　社）�

答えは、今月号の広報紙の中にあります。�

�

チャレンジ！ 広報クイズ�チャレンジ！ 広報クイズ�
皆さんの応募をお待ちしています。�

世帯数�
人　口�
　男�
　女�

1,497�
3,748�
1,828�
1,920

（＋ 1 ）�
（－ 3 ）�
（＋ 5 ）�
（－ 8 ）�

● 町 の 人 口 ●�

8月1日現在（先月比）�

町の面積　　14.22��

●直島町のホームページ●�

http://www.kimai-net.gr.jp/naoshima/

●電子メール●�

naoshima@kimai-net.gr.jp

◆わが家のスター◆�
　9月号は、9月生まれのお子さんです。�
　写真と両親からのメッセージを添えてください。�

◆俳句・川柳コーナー◆�
　9月号のテーマは「防災の日」です。�

◆ミニギャラリー◆�
　得意な「絵」を描いて送ってみませんか？「絵」ならなんでも結構です。�

応募方法�
　官製はがき、または封筒に住所（地区）・氏名・年齢・電話番号をお
　書き添えのうえ次の宛先に8月21日（月）（当日消印有効）までご
　応募ください。�

宛 　 先�
　〒761－3110　直島町1122－1�
　　直島町役場総務課　「広報なおしま○○○コーナー」�

広�報�

■発行／平成12年8月10日■編集／直島町役場総務課0７６１ー３１１０香川郡直島町１１２２ー１■印刷／山陽印刷（株）■�

この広報紙は自然保護のため再生紙を使用しています。�

水田小児科医院�
（宇野）31－1350

満木内科小児科医院�
（用吉）71－0747

大西病院�
（田井）33－9333

河口医院�
（宇野）32－5144

油原医院�
（和田）81－8235

山田外科医院�
（和田）81－7197

石井医院�
（築港）21－2743

おおが内科眼科医院�
（羽根崎町）81－1696

松田病院�
（和田）81－7821

東条小児科医院�
（迫間）71－5110

たなべ内科�
（八浜）51－3600

佐伯整形外科医院�
（玉）31－6803
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ヘ　キ　中山莉緒ちゃんの作品�

宮ノ浦　村尾政子�
　　　　　さんの作品�

本　村　山口愛子�
　　　　　さんの作品�
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